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図面番号 図面名称

1 記号説明表

首都圏中央連絡自動車道　牛久阿見ＩＣ～阿見東ＩＣ間附帯工工事

（復旧工）
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図面番号 図面名称



工種 記 号 単価表の項目 記 号 説 明 摘 要 工種 記 号 単価表の項目 記 号 説 明 摘 要

堤体盛土-V 復旧工 堤体盛土 堤体盛土 V：体積 加熱アスファルト表層工（ｔ＝５ｃｍ）-A 復旧工 加熱アスファルト表層工（ｔ＝５ｃｍ） 加熱アスファルト表層工 A：面積 詳細図

敷砕石工（ｔ＝１０ｃｍ）-A 復旧工 敷砕石工（ｔ＝１０ｃｍ） 敷砕石工 A：面積 詳細図

コンクリートシール工Ａ（ｔ＝１０ｃｍ）-A 復旧工 コンクリートシール工Ａ（ｔ＝１０ｃｍ） コンクリートシール A：面積 詳細図

コンクリートシール工Ｂ（ｔ＝１５ｃｍ）-A 復旧工 コンクリートシール工Ｂ（ｔ＝１５ｃｍ） コンクリートシール A：面積 詳細図

種散布工-A 復旧工 種散布工 種散布 A：面積 立入防止柵の出入口Ａ-L 復旧工 立入防止柵の出入口Ａ 立入防止柵の出入口 L：延長 詳細図

張芝工A-A 復旧工 張芝Ａ 張芝 A：面積 詳細図 クチナシ ＴｙｐｅＡ-N 復旧工 クチナシ Ｔｙｐｅ Ａ クチナシ N：株

コンクリートブロック積み（練）控え３５ｃｍ-A 復旧工 コンクリートブロック積み（練）控え３５ｃｍ コンクリートブロック積 A：面積 詳細図

Ds-PuL-a-b 復旧工 PuL-a-b
プレキャストコンクリートＵ型側溝（長尺PU)
a：幅 b：深さ F：基礎材 (基礎を用いる場合には（Ｆ）をつける）

※D101,102
詳細図

Dc-a-b-c 復旧工 集水ますＴｙｐｅＡ
a：縦巾 b：横巾 c：深さ F：基礎材
（基礎材を用いる場合には（Ｆ）をつける）
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